
参考資料

社会資本整備審議会 道路分科会 関東地方小委員会

中部横断自動車道（長坂～八千穂）ワーキンググループ（ＷＧ）運営規則

（趣旨）

第１条 本規則は、「社会資本整備審議会 道路分科会 関東地方小委員会運営規則」（平

成２４年１０月４日関東地方小委員会決定）に基づいて設置する中部横断自動車道

（長坂～八千穂）ワーキンググループ（以下「ＷＧ」という。）の組織、委員、会

議、庶務、その他の事項に関して必要な事項を定める。

（ＷＧの事務）

第２条 関東地方小委員会（以下「小委員会」という。）より付託された、中部横断自動

車道（長坂～八千穂）のルート検討を行う。

２ 小委員会に諮るべき内容がある場合には、小委員会の開催を要請することができ

る。

（座長）

第３条 ＷＧは、座長が招集する。

２ 座長は、ＷＧを招集するときは、あらかじめ、会議の日時、場所をＷＧに属する

委員に通知する。

３ 座長に事故があるときは、ＷＧに属する委員のうちから小委員会委員長があらか

じめ指名するものが、その職務を代理する。

４ 座長は、審議が終了したときは、速やかに審議結果を小委員会委員長に報告する

ものとする。

（会議の成立条件）

第４条 会議は委員等の二分の一以上の出席がなければ開催することができない。

（審議過程の透明性の確保）

第５条 ＷＧの公開については、社会資本整備審議会 道路分科会 関東地方小委員会運

営規則第５条の規定を準用する。この場合において、これらの規定中「委員長」と

あるのは「座長」と、「小委員会」とあるのは「ＷＧ」と読み替えるものとする。

（ＷＧの庶務）

第６条 ＷＧの庶務は、関東地方整備局甲府河川国道事務所及び長野国道事務所において

行う。

（要領の改正）

第７条 ＷＧを運営していく上で必要となる事項が発生した場合等においては、座長の判

断により、会議を招集し運営規則を改正することができる。

附 則

この規則は、平成２４年１０月４日から施行する。



社会資本整備審議会 道路分科会 関東地方小委員会

中部横断自動車道（長坂～八千穂）ワーキンググループ（ＷＧ）運営規則

くぼた ひさし

久保田 尚 埼玉大学大学院 理工学研究科 教授

こはま てつ

小濱 哲 横浜商科大学 貿易・観光学科 教授

ふたむら まりこ

二村 真理子 東京女子大学 現代教養学部国際社会学科 准教授

※敬称略、五十音順



参考資料

社会資本整備審議会 道路分科会 関東地方小委員会運営規則

（趣旨）

第１条 本規則は、「社会資本整備審議会道路分科会運営規則」（平成22年8月3日道路分科

会長決定）に基づいて関東地方整備局（以下「整備局等」という。）に設置する地

方小委員会（以下「小委員会」という。）の組織、委員、会議、庶務その他委員会

の設置等に関して必要な事項を定めるものである。

（小委員会の事務）

第２条 小委員会は、社会資本整備審議会道路分科会長（以下「分科会長」という。）の

指名に基づき、以下の事務を行う。

１ 直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に関し、整備局等か

らの報告を受けること。

２ 整備局等の報告に対し意見がある場合には、分科会長に対してその具申を行うこと。

（小委員会の委員及び組織）

第３条 小委員会に属すべき委員等（社会資本整備審議会令（平成十二年六月七日政令第

二百九十九号）第４条第５項の「委員等」という。以下同じ。）は、道路分科会に

属する委員等のうちから、道路分科会長が指名する。

２ 委員等は、１０名以内で組織する。

３ 委員等の任期は、２年とする。

４ 委員等は、再任されることができるが、最長６年を限度とする。

（会議の成立条件）

第４条 会議は委員等の三分の一以上の出席がなければ開催することができない。

（審議過程の透明性の確保）

第５条 小委員会における審議過程の透明性の確保を図るため、委員等の氏名、会議の開

催についてはあらかじめ公表するものとする。

２ 小委員会の審議については、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、

個人情報等を一時的に取り扱う場合等、委員長が必要と認める場合には、非公開と

することができる。なお、委員等は非公開の事務を処理する上で知り得た秘密を他

に漏らしてはならない。その職を退いた後も、また同様とする。

３ 委員長は、必要があると認めるときは、事業の関係者に対し、中継映像による傍

聴措置を講ずることができる。

４ 小委員会の会議に提出された資料等については、会議終了後、速やかに公表する

ものとする。ただし、個人情報等で公表することが、適切でない資料等については、

公表しないものとする。

（下部組織の設置）

第６条 委員長は、必要があると認めるときには、下部組織を設置することができる。

２ 下部組織に属すべき委員は、小委員会に属する委員から、委員長が指名する。

３ 下部組織に座長を置き、委員長が指名する。



（小委員会の庶務）

第７条 小委員会の庶務は、整備局等の道路部路政課において処理する。

（要領の改正）

第８条 委員会を運営していく上で必要となる事項が発生した場合等においては、委員長

の判断により、会議を招集し運営規則を改正することができる。

附 則

この規則は、平成２２年１２月２日から施行する。

改正 平成２４年１０月４日


